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外来語に生じる音韻過程　（1）

高橋渉

1。目　　　的

　ある雷語の単語が別の言語に借入される際に，それらがいくつかの音韻過程を受けて借入

先言語の音韻体系の中に組み込まれていくのは雷語に見られる一般的現象である。本稿はB

本語に借入された外来語（特に英語からの借入語）がどのような音韻過程を経て日本語の音

韻体系に組み込まれていくのかを検討することを目的とするω。

　本研究で扱う現象はまず本稿で音節構造の改変をもたらす変化を検討し，次稿ではセグメ

ント自体の変化ならびに借入語音韻論がもつ理論的意義等を扱うことにする。

　データの出典は特記したもの以外は「コンサイス外来語辞典第3版」，「固有名詞英語発音

辞典」など翔記の辞典類から主として引用している。またLovins（1975）に代表されるいく

つかの先行研究に拠ったものもある。

2．分 析

2．1　一般的特微

　陰本語に借入された外来語に生じる音韻過程を論じる前に本節では外来語の音韻過程一般

に見られる特質を概観しておこう。

　竹林（1979）が指摘するように，LsからしTに単語が取り入れられると，その単語は原語

音に近い形で発音される。これは借入が生じる際にはLs，　LT双方の言語をある程度理解す

る一種のBilingualism（二言語使用能力）が必須の条件であれぽ当然のことであろう。

　しかしLsには存在したセグメント（あるいは音節構造）がしTにはたまたま欠けている場

合には，次第に借入語に変化が生じてくる。

（1）

　　　　Ls

a．Bach£bax／　＞

b．Mach　lmax］　＞

c．MUnchen　［mynggn］

d．　Reich　［raig］　　〉

　　LT
［ba：k，　ba：x3

こma：k，　mおk］

〉　　　［mj耀nik］

こraik，　raig］

（1）において，Lsはドイツ語，　LTは英語である。ここで問題となるのは，［x，　g］というド

イツ語には存在するセグメントが英語の音韻体系には欠けていることである。Reich以外は

固有名詞あるいは固有名詞に由来する普通名詞（畿Mach）なので，　LTにおいても原音が保
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持iされている：場合があるが，

優勢である。すなわち，

ドイツ語のεX，gJはε幻に音を変化させた発音が英語では

（2）

調音点

調音法

stOP

fricative

palata1 ve玉ar

　表2で明らかなように，LTに存在しない音［x，　g］を含むこれらの単語がLsから借入さ

れた際には，［x］では調音点はそのままで摩擦音を破裂音に変化させる調音法の変化が生

じ，一方［g］は口蓋摩擦音を軟口蓋破裂音へと，調音点，調音法双方の変化を受けたこと

になる②。

　さらに（3）の事実を検討しよう。

（3）

　　a，　P（h）nom　Penh　　［P3簸つ：m　pe司　　or　［nつ：m　pe捻3

　　b．　Kぬudsen　　　　　　　〔nu：dsn，｝（nu：sn3

　　c．Nkrumah　　　　［ukr雛：me，孤kru：mgl

　（3a）はカソポジァの首都名，（3b）はデンマーク系の姓，（3c）はガーナの独立運動指

導者（のち大統領）の姓というように，いずれも借入後も原音を保持しやすい地名人名等の

固有名詞である。したがってLsの発音をそのままLTでも保持した発音も見られるが

（／knu：S副，　okru：m∂／），英語の音韻体系の中に組み込まれた発音もまた同時に見られるこ

とに注意しなくてはならない。

　すなわち，（3a）では／pn一／という語頭の子音連鎖は英語には許されないので，当該のク

ラスターにあいまい母音（シュワ音）を挿入して／p∂n一／と分割するか，／p影／の第一子音／p／

を遡除することによって，許されない子音連結を持つ語を英語の中に取り込んでいる。また

（3b）もまったく同じ原則から／kn一／というクラスターを／齋／に代えている。

　（3c）は軟口蓋鼻音／創が語頭に生起した例である。庸／は本来英語においては語頭には
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生起できないのであるが，ここでは［okヨを［enkヨとしてLsには無かったあいまい母

音を語頭に付加し，かつ軟口蓋鼻音を歯茎鼻音に変化させるという調音点の移動をも伴って，

本来英語では許容されない音結合を許容可能なコンフィギュレーショソへと改変しているの

である。

　本節では主として英語に借入された外来語がどのような音過程をたどって英語化されてい

くかをいくつかの例とともに概観したのであるが，これらの過程は（1＞に見られるようなセグ

メント自体の変化，そして（3）に見られるような音節構造の変化を引き起こす音過程，の2つ

に大別できることがわかった。

　次馬以降では主として英語から借入されたいくつかの単語がどのように日本語の音韻体系

に組み込まれていくかを，音節構造に加えられる変化，セグメント自体の変化の順に実例と

ともに検討し，それらのプロセスに見られる一般的特色を考察するとともにあわせてこれら

借入語音韻論が持つ理論的意義を考察することとする。

2．2　音節構造の変化

2．2．1　語頭の子音連結

　Hyman（1975：146）において次のような英語から日本語への借入語に見られる過程が指摘

されている。

（4）

a。　paprica　　［Pgpri：ke］　＞　papur呈ka

b．　pubiic　［茎）Ablik3　＞paburiku

c，　pulse　　［pAls］　＞　parusu

　Hymanは英語における／一pr一／，／一bl》，／一ls／のような子音連結は日本語では許容されず，

この許されないCC構造を日本語が持つ典型的な音節構造CVに改変する際に，　Lsには存

在しなかった母音が挿入されるのだがそれは／U／であることが多いと指摘している。すなわ

ちLsの／CC／がしTでは／CuC／となるわけである。　B：yman（砺のでの主張自体は，日本語

にこのように／u／がepenthetic　vowelとして挿入されるのは，／u／がEl本語の中で最も無標

（＝unmarked）な母音であることを示すためであったが，本稿では許されない子音結合を

許容可能な連鎖に直す手段としての母音挿入について検討することとする（3）。

　周知のように英語では語頭に許される子音連結は最大3子音，また語末に出現可能な子音

連結は最大4子音である。まず語頭の子音連結が日本語化したときにその子音間に生じる母

音の質について検討をしてみよう。

　覧（1971：90）によると語頭の3子音連結は（5）表のようにまとめられる。
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（5）

CIV　　I r W ●
」

C3C2

sp

st

sk

splash

＊

lSClerosis］

sprmg

street

screen

＊

＊

Squa「e

spume

stew

sk：ew

（＊は該当する単語が英語に存在しないことを示す。）

　＃C3C2CIVと並ぶ子音配列において英語ではC3の位置には／s／のみが生じることが知られ

ている。＃は語境界を示す。従って＃が先頭に存在する文字列はそれが語頭であることを示

し，逆に＃が末尾に付加された文字列はそれが語末の文字列であることを示している。

　またC2の位置には無声の両唇破裂音のシリーズが現われるので，㈲表のように英語では

語頭の3子音連結としては／sp1一／，／spr一／，／spl一／，／str一／，／stj一／，／sk1一／，／skr一／，

／skw一／，／skl一／が存在することになる（4＞。さてこれら（5）にあげた子音連結のいくつかは英語

から日本語の中に外来語として借入されている単語の中にも見られるものが多いが，これら

が日本語化したとぎどのような変化が生じているのだろうか。

（6＞

a
t
D
C。

d
e

f

Ls

split

spring

sprinkler

street

strike

stripe

他

stew

scree！1

scramble

SC「ap

他

squa「e

squelch

squawker

／sp14

／spr一／

／str一／

／stl一／

／skr一／

　　　LT

＞　supuriQto

＞　sup鷺riNGu

＞　supuriNkura：

＞　　　sutor1：to

＞　　sutoraiku

＞　　　SUItoraiPU

〉
〉
＞
〉

∫it∫U：　or　sutlU：

Suk纏ri：N

suk雛raNburu

sukuraQpu

／skw一／　＞　s媒kuea：

　　　　＞sukerut∫i

　　　　＞　　suko：k：a：



　　sq嫉ash

　　squeeze

9．scuba
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　　　　＞　sukaQ～u

　　　　＞　　SUkuiZU

／skl一／＞sukj騒：ba
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　㈲に列挙した例は語頭の子音連結以外のところでの音変化も生じているが（例えば／1／〉

／r／，語末のC＃＞CV＃など），これらは次節以降で検討することとしてここでは語頭の子

音連結に挿入される母音の質にのみ焦点をあてることとする。

　まず＃SC2CIVの連鎖のうち／s／の次に生じて日本語のCV構造に適合させるための挿入

母音は一例を除いてすべて／u／である。例外は（6d）のstewであるが，これも外来語辞典

には「シチュー」（＝／lit∫u；／）の他に／sutlu：／も記されており，この例外的な挿入母音／i／は

この語が借入されたのが明治時代であるという特異性によるものと思われる。「借入された

時代」というファクター一も重要なものであり，借入された時代が明治期などという比較的古

い時代と第二次大戦以降の新しい時代とでは，借入語におこる音過程もかなり異なることが

ある。このことについては後述する。

　次にC2の後に挿入される母音は／s／の後と岡様，／u／が圧倒的に多いことがわかる。但し

／t／の後には／u／ではなく／o／が生じているのは，借入先の日本語音韻体系の中に／tu／が存在

しないためで，その結果一段階調音点を下げて／to／が生じたためであろう。この現象は後述

の語末のC＃がCV＃となる音過程にも当てはまる。

　（6f）に見られる半母音／w／の消失については，セグメント自体の変化を扱う2．3以降に

おいて扱うことにする。

　さて次に，語頭の2子音連結が日本語化した時に生じる音節構造の変化について検討して

みよう。箆（弼4．）によると英語において生産的な語頭の2子音連結は（7）のごとくになる。

（7）

a．　／pl一／，／pr一／，／pj一／

b．／tr一／，／宅W一／，／tj一／

c．／k1一／，／kr》，／kw一／，／kj》

d．　／bl一／，／br一／，／bj一／

e．／dr一／，／dw一／

f．　／gl一／，／gr一／

9．　／fl一／，／fr一／，／fj一／

h．／θr一／，／θw一／

i．／sp一／，／st一／，／sk一／，／sm一／，／sn一／，／sl一／，／sw一／

1．／lr一／

k，／vあ／，／mj一／，／hl一／，／hw》

ここでも，註4に示したようにいくつかの子音連結は英語のきわめて周辺的な語彙を除い



ユ96 信州大学教育学部紀要Nα73

て生じないので（7）から除いてあるものもある。例えば／sv一／（＝svelte），／～w一／（＝schwa），

／sf一／（繍sphere），／gw一／（＝Gwen）などである。

　ではこれらの語頭の2子音連結をもつ語が英語から日本語へと借入されたとき生じる愚音

挿入について検討しよう。

（8）

a．

b

C．

d

e
f
9
h
・
L

，，
3

〉
〉
＞
＞
〉

／
　
　
／

一
　
　
　
一

回
　
甘

／
　
　

／

〉
〉
〉

　
》

　
W

　
ん

＞
＞
＞
〉
〉
＞
〉
〉
〉
〉
＞
＞
〉
＞
＞

1／

@
》
　
》

如
侮
㎞

　
　
　
　
／

》
》
4
》
》
》
》

飼
伽
価
雇
恕
阻
趣

　　LT

P“rei

P賢ras雛tliQku

torai

torab娠ru

torei

ts鷺ri：

之suin

tSUlsuto

towalralto

kuroQku

kurab登

kuri：mu

kurahuto

kuiQku

kiruto

kuiNteQto

buro：

bureQdo

doriNku

gurabu

gur雛：pu

huτaQlu

surl：

／sp一／，／sレ／，／sk一／については前述の3子音連結の場合と同じ。

smoke

SROW

slOW

switch

shrimp

／sm一／〉

／sn一／〉

／sl一／〉

／sw一／〉

／lr一／〉

s蘇mo：ku

suno：

suro：

suiQtli

luriNpu

（8）に開らかな通り，英語の2子音連結が日本語に入ってきた疇その間に割って入る母音は



高橋：外来語に生じる音韻過程　　（1＞ 197

（8b）の／t／の後以外はすべて／u／である。この（8b）の例外的ステイタスについてはすでに

述べた。（ただし，（8b）には／tsuri：／という例外がある。）

　また（7e）の／dw一／，（7g）の／fl一／，（7h）の／θw一／な：どは，日本語に入ってきた英語と

しては存在していないようである。（7k）に現われた虞つの2子音連結のうち，最後の

／hw一／以外は日本語でも拗音として許容される子音連結であるので，母音挿入は行なわれな

い。そこで最後の／hw一／について検討してみよう。

（9）　　　Ls

　　whale　　［hweil〕

　　what　　［hwat］

　　wheel　［hw量＝1］

　　whip　　lhwip］

　　whistle　［hwisll

　　white　　［hwait］

　　　　LT

＞　hoe：r娯

＞　howaQto

＞　hoi：ru

＞　hoiQpu

＞　ho呈QStlru

＞　howaito

　以上から／hw》の連結はいずれも／o／がその間に割って入るのが観察される。さらに興味

深い事実として日本語では，英語に存在した半母音／w／はその直後に英語の［一backlの母

音が存在する場合のみ，日本語化したとき当該の／w／が削除され［＋back］の母音が後続す

るとその／w／は保持されているのがわかる。

　以上英語の語頭に現われる子音連結を日本語に借入した際に生じる挿入母音を事例別に列

挙し検討を加えた。輝輝では英語の語末に現われる子音連結の場合を観察をしてみよう。

2．2．2　語末の子音連結

　英語の語宋の子音連結で最大の連鎖は4子音連結であることが知られているが，その構成

要素を見ると語頭のそれとは微妙に異なったものであることがわかる。

（1①

exempts　　／一mpts／

texts　　　　　／一ksts／

twe1圭ths　　／一lfθs／

911mpsed　／一mpst／

　⑩にあげた例は語末に4子音連結を持つ語の一部であるがいずれもいちばん最後の子音は

複数形を示す形態素／一s／または規則変化動詞における過去，過去分詞形の形態素／達／が3子

音連結の宋尾に付加されたものであって，この意味では純粋な4子音連結（つまり形態素境

界をその内部に含まない語）は英語に一例も見あたらない。

　名詞の複数形や動詞の3人称単数形をあらわす形態としての／一s，一z／，あるいは前述の過
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去，過去分詞の形態素たt，一d／は音素配列論上では特に別個に考えるべきセグメントではな

いのだが，日本語への借入語という本稿のテーマに沿ったレベルではこれらの形態素が付加

されたまま日本語に借入される例はきわめてまれと思われる⑤。従って，本稿では語未の4

子音連結は特に考慮しないこととする。

　同じように，語末に生じる3子音運結も以上の形態素を除外するときわめて限られたもの

となる16）。

（11）

たmps／

／一mpt／

／一lks／

／一kst／

たdst／

／一nst／

／一gst／

他に

91impseのみ

prompt，　attempt等13｛　墜

calx，　falxのみ

text，　nextのみ

amidst，　midstのみ

agamstのみ

amongstのみ
／一夏〕ks／，／嘆〕9θ／，／て｝kt／

　英語の中で3子音連結を持つものは／一s，一z，一t，一d／などの屈折接尾辞を含んだものでさえ，

70程に限られているので，さらにその申から借入語として日本語に入ったものはきわめて少

数になるのも当然である。

　またこれら3子音連結のうちNasal＋C＋Cとなる連鎖は日本語でも鼻音は1つの独立し

たモーラとして存在可能であるから，その振舞いは後述の語未の2子音連結と同様になる。

　以上を考慮すると，英語の3子音連結のうち，E体語に借入されたものはほぼtext，　next

の2語のみといってよい。そしてこの2語における挿入母音は，いままで考察した事例から

逸脱したものではない（η。

　子音連結の最後に語末の2子音連結を考えてみよう。いままで述べた理由から鼻音を含む

クラスター，ならびにたs，一z，一t，一d／を除いた英語の生産的な語末の2子音連結は次のよう

になる。

（12）

a
t
D
C
」
q
e
f
I

／一pt／，／一Pθ／，たps／

たtθ／，／一ts／

たkt／，／一ks／

／一ft／，　／一fθ／

／一sp／，／一st／，／一skl／

／4P／，／一lt／，／一lt∫／，／一lk／，／一lb／，／弓d／，／一1d3／，／一lf／，／一1θ／，／一1s／，／一ll／，／一lv／，

たlmろ／一ln／
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㈲は（12）にあげた子音連結を持つ単語のうちから日本語に借入された単語のいくつかである。

（13）

concept

act

bOX

craft

test

desk

milk

他

Ls　　　　　　　　LT

　／一pt／　　＞　　koNseputo

　／一k：t／　　＞　　akuto

　／一1＜s／　＞　boQkusu

　　／一ft／　　＞　　kurahuto

　／一st／　　＞　　tesuto

　／一sk／　　＞　　desuku

　／一1k／　　＞　　miruku

（13＞から明らかなように（12）に列挙したCCの結合を破るために介在する母音はすべて期待通

りに／u／が現われている。

2．2．3　語末への母音付加

　音節構造に加えられる変化の最後として，英語のC＃の構造が日本語に借入された際に生

じるCV＃への変化について考察することにしよう。英語の単語は閉音節で終わることが許

されるが日本語は鼻音など一部を除いて一般に閉音節ではなく開音節で終了しなくてはなら

ない。従って英語の．＿VC＃の連鎖は日本語に借入された場合語末には英語に存在しなかっ

たVを付加し．＿VCV＃の構造に音節構造を改変させられる。

　
〉
＞
＞
＞
＞
〉

鵡
翻
認
㎎

㈹ LT

kaQpu

sunoQbu

hiQto

beQdo

buQku

magu

　上記の事実はいままで観察した例にすべて合致するもので，有声無声を問わず醒茎音以外

の後では／u／が生じ，歯茎音の後では／o／が付加されている。

　ところが（15）を見てみよう。

（15＞　　Ls　　　　LT
　　match　　たtl／　　＞　maQtli
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punch

i臓ch

bridge

stage

brush

／一d3／

／一1／

＞　paNtli

＞　iNtli

＞　buriQ（圭3i

＞　　sute：d3i

＞　b蘇rali

　これらの例は語宋のCが／℃1，d3，1／などの口蓋歯茎摩擦音ないし口蓋歯茎破擦音のあとで

は，／u／ではなく／i／が付加されることを示している。ただし，（15）のうちの最後の例，

／b臓a～i／は明治時代の借入語で現在のB本語に／1／が入ってきたら／bura∫u／という音連鎖を示

すことがflash＞／huraQlu／，　fish＞／flQ～u／といった例からも期待できる。ただし破擦音

／tl，　d3／には／u／が付加された例は見あたらなかった。

　（6d）を検討した際にも言及したが，当該の語が「借入された時代」によって普通期待さ

れる挿入母音と異なった母音が生じることがあるのは，㈲のような単語のペアからも明らか

である（8）。

（16＞　　Ls

　　a．Jack　＞

b．　check：〉

c．　strike　＞

d．text　＞

e．ink　　＞

f．lam　＞

9．jug　＞

　　　LT

d3aQku（固有名詞）｛
d3aQki（機械）

tleQku
｛

tliQki

S威oraiku（スポーツ）｛
sutoraiki

tekusuも。

｛
tekisuto

iNku
｛

inkl

d3amu
｛

d3ami

d3ag雛｛
d30Qki

　これら英語では同一の語が日本語に2通り存在する例において筆者の言語的直感では

／一Ci／という語の方がたC副という語よりやや古めかしい発音に響く。つまり／u／の方が，現

在優勢な挿入母音と感じられる。

　このように同一の単語が日本語で，使用分野などの相違から別の音連結を持つケースを見

てきたが，これらのうちいくつかは音韻論そのもので論じるべき事象というよりは，むしろ

音韻論以外の要因も加味して考えるべき問題であるかもしれない。音韻論以外の要因とは，
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例えばLTを母語とする人々のLsに対する習熟の度合が考えられる。外国語にたいする習

熟の度含という要因は本来LTには存在しなかった音素をさまざまな事情からLsから直接

借入し，その言語の音素としてしまう現象とも深く関わっている。このことについては，次

章で詳述する。

　以上，本稿では借入語に生じる音過程のうち，音節構造に改変を加える音過程について検

討した。序列では，セグメント自体の音過程について論じ，さらに借入語音韻論が持つ理論

的意義について検討することとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（つづく）

註

（1＞以下，借入充の国語はLs，借入先の言語をLTと略記する。（Sはsource，　Tはtargetを意味

　する。）また印刷の都合から日本語の声門破裂音／7／を／Q／と発音記号を改変して表記することに

　する。

（2）ただし周知のようにドイツ語では［x，g］は先行する母音の［±back］に依存して相補分布を

　示すので，音素レベルでは2つのセグメントは音素／x／の異音とみなされている。従って，［g］

　が調音点，調音法双方の変化を示すというのはあくまで音声レベルでの現象である。

（3）（4）では他に，Cで終わる単語の後ろに母音が付加される現象（＝（4b，　c）），母音の質的変化

　（㈲のすべて），／1／〉／r／への変化（（4b，　c））も生じているが，これらについても順次検討す

　る。

（4）（5）における／sk1》は英語にとって外来語的色彩の強い語に生じる周辺的な連結である。

（5）カフス（＝cuffs），グッズ（＝goods）など例外が無いこともない。

（6）語末の子音連結の検索は，Leh簸ert（1971）によった。

（7）ただしtextが／tekis就。／と／tekusuto／という2種類の異形態を持つことについては，後述する。

（8）以下にあげる例のうちいくつかは，Lovins働鼠），石野（1977）によった。
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